
 

○ 自校で身に付けさせたい資質・能力と関連を図った通知表の作成 

  
  
  

学習評価は、学校における教育活
動に関し、児童生徒の学習状況を評
価するものです。 
「児童生徒にどういった力が身に

付いたのか」という学習の成果を的
確に捉え、教師が指導の改善を図 
るとともに児童生徒自身が自らの 
学習を振り返って次の学習に向か 
うことができるようにするために 
も、学習評価の在り方は重要であ 
り、教育課程や学習・指導方法の改
善と一貫性のある取組を進めること
が求められています。 
 

 

 
  

 日高教育局では、今年度から小学校の新学習指導要領が全面実施になったことを踏まえ、学習評価

について教職員が理解を深められるよう、平取町立二風谷小学校の取組を基にして「指導と評価の一

体化」のための学習評価に関する参考資料を作成しました。各学校の校内研修等において、令和２年

（2020年）２月６日付け教日第6780号通知「教育課程の適切な編成・実施について」の理解を深

めるとともに、管内の小学校での取組を参考にし、 

自校の学習評価の充実を図ってください。 

日高教育局義務教育指導班 

「指導と評価の一体化」のための学習評価 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 ポイント③ 
  観点別学習状況の評価で再整理 

平取町立二風谷小学校の取組 

 

ポイント① 
  学習評価の基本的な考え方 

 
 
 
 
・「学習指導」と「学習評価」は学校の 
教育活動の根幹であり、教育課程に基 
づいて組織的かつ計画的に教育活動の
質の向上を図ります。 

 

ポイント② 
  カリキュラム・マネジメントの 

一環としての指導と評価 

昨年度の通知表 
（単元別評価） 

通知表における単元別学習状況の評価と指導

要録の観点別学習状況の評価における考え方が

違うため、児童、保護者にとって、自校の育成を

目指す資質・能力が不明確にならないかな･･･。 

 

二風谷小における子どもたち

に身に付けさせる資質・能力 

① 生きて働く「知識・技能」

の習得→ワクワクしながら

新たな知を求める力 

② 未知の状況にも対応できる

「思考力・判断力・表現力

等」の育成→自ら考え、周

りに伝え、改めて気付くこ

とのできる力 

③ 学びを人生や社会に生かそ

うとする「学びに向かう

力・人間性」の涵養→様々

な支えのもとで学べること

に感謝し、それを体現でき

る力 

  
  
  

 
学習指導要領の目標及び内容

が資質・能力の三つの柱で再整
理されたことを踏まえ、自校で
育成を目指す資質・能力を明確
にした各教科における観点別学
習状況の評価の観点を作成する
必要があります。 

 

ポイント④   
本校の「児童に付けたい
力」を教職員で共有 

（１）目標と観点の趣旨との対応関係の作成 → 各学校の実態に応じて目標に準拠した評価であること 
（２）内容のまとまりごとの評価規準の作成 → 整理した資質・能力をもとに構成 
（３）評 価 の 計 画 の 作 成 → 児童生徒全員の学習状況を記録に残す場面を精選 
（４）観点別学習状況の評価に係る記録の総括 → 単元末、学期末、学年末等の節目で実施 
（５）観点別学習状況の評価の評定への総括 → 教師間の共通理解に基づいた児童生徒及び保護者への十分 

な説明 

学習評価の基本的な流れ 

学習評価の在り方ハンドブック（文部科学省） 

  
  
  

学習指導要領に示す目標に照らし 
て、その状況がどのようなものであ
るかを観点ごとに評価し、児童生徒
の学習状況を分析的に捉えます。 

ポイント③ 
  観点別学習状況の評価で再整理 

 

Before-After 


